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『
は
じ
め
に
製糸業といえば現在は斜陽産業の一つに数えられているが、曾
ては我国輸出額の踏強は生糸で占められ（１）、大正一四年には世
界の輸出及び生産額の六六％（２）を占める盛況であった。長野県
はこうした隆盛であった製糸工業の最も発達した地帯である。し
か
し
そ
れ
を
企
業
と
し
て
営
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
福
島
県
や
群
馬
県
よ
り
新しく、最も古い地域が元禄年間の飯田、次いで宝暦年間より始
めた上田地方である。後年製糸業地として発達した所はこれらの
地域ではなく、比較的新しい所謂後進地の諏訪や須坂地方であり
就
中
岡
谷
を
中
心
と
す
る
諏
訪
が
著
し
い
発
達
を
示
し
、
須
坂
は
こ
の
岡
谷
に次ぐ製糸工業地帯であった。しかし南信では岡谷を中心に諏訪
の
一
帯
及
び
そ
の
隣
郡
に
も
製
糸
業
の
発
達
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
北
信
では須坂一小地域（翻紳蝕筋Ｍ３（３）にしか発展が見られなかっ
た。尤も明治初期においては政府の殖産興業、士族授産の政策に
よる上からの設置をふた中野製糸場鰯端銭》翻鐸匪杷季燗鯛鏑逵肱訟工
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須
坂
製
糸
業
の
発
展
器
械
製
糸
導
入
期
を
中
心
に
逵伝澆抄（４）、雁田製糸場や六工社等規模の大きな又技術的に高度
な面をもった工場があったが、遅々とした状態を続けた六工社を
除いては何れも明治一○年代に消滅している。又幾つか存在した
小規模工場もやはりその多くは同じ運命であった。器械製糸の導
入期は資本主義の揺篭期でありその操業にも多難な面が窺える。
こうした趨勢の中にあって須坂製糸業は如何なるものであったか
を見、又この期を中心にその発達の原因を考えて見たい。
二、器械製糸の導入
幕末の開港以来大需要に接した生糸業は明治に入って粗製濫造
の傾向が益々著しくなった。この最大の原因は我国の製糸技術の
稚劣にあったのであるが、当時の日本の産業資本の未発達な段階
にあってはこの局面を打開するすべもなく、旧態の生産組織ｌ
手挽或いは座繰による家内工業的生産で応じていた。ここに於い
て新政府は生糸粗製濫造矯正策をとると共に、外国機械の導入に
よる模範工場設置を企図する産業奨励政策をなした。民間にあっ
淀
サ
キ
子
一一
二
四
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ては政府のこの施策に基いて動向するようになり、｜‐従って生絲
業に於ける産業革命は新政府の成立と共に発祥」（５）し、それは勿
論不充分なものであったが、上からの産業近代化がなされた。
斯くて明治三年フランス機械を採用した官営模範工場たる富岡
製
糸
場
が
群
馬
県
富
岡
に
一
九
八
、
五
○
○
円
の
費
用
に
て
建
設
さ
れ
、
同
五年より器械の運転が開始された。
須坂に於ける器械製糸の移植は明治七年遠藤方作によってなさ
れた。彼は前年に設立された中野製糸場に見翌工女一二人を托
し、自らは富岡、其の他の工場を視察し、工女一二八繰、水車動
力を以って器械製糸を開業した。「其の製品を横浜市茂木商店に
送
り
、
糸
質
光
沢
等
の
調
査
を
な
さ
し
め
た
る
に
、
他
の
産
出
品
に
比
し
更
に遜色無ぎを確め得」（６）たので、町の有志を勧誘して明治八年東
行社を設立するに至った。東行社創立の前年青木甚九郎も既に工
女一二人繰の器械製糸を開業している（７）。この東行社は明治一
七年東行社から分れた後明社と共に須坂製糸業発展の中心をなし
た
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
小
規
模
器
械
製
糸
の
同
盟
結
社
で
あ
っ
て
、
そ
の
目的は共同揚返を行うことによって生糸の規格統一をはかり、又
共同出荷によって荷嵩の増大をはかり、売捌上の経費を節約し、
需要者の信用を獲得するところにあった。このような同盟組織に
よる経営の合理化を計った事がとりもなおさず須坂製糸業発展の
基礎をなしたのである。東行社のこうした共同経営は長野県に於
いては勿論、日本に於いてもはじめての試承であった。その後諏
訪の開明社が同明結社をなし、各地でこの経営方法を模してそれ
ぞれの発展をはかっている（８）。
須坂製糸業の発展（淀）
明治八年五月に創立された器械製糸の東行社は創立当時は加盟
一○人で、設立の中心人物は青木甚九郎、遠藤方作、小田切武兵
衛であり、その創業について「明治十三年生絲繭共進会出品申告
書」（９）に次の様に述べている。
「（前略）明治八年数名協同シ上州富岡其他各地ノ機械ヲ折衷シ
製絲工場ヲ数カ所二設ヶ富岡製絲場卒業ノエ女ヲ以テ教師トス
当地〈最モ水利ノ便ナルカ故二運転〈水車ヲ用フ初〈工人漸ク
八十名二過キス而シテ其技術粗ナルヲ以テ販売価格貴ヲ得サル
モ協力耐忍甚扱業二汲之トシテ頗ル剋苦ヲ極〆漸ク同年末二及
上梢声ヲ得ルー一至ル（下略上
かくて翌九年には同盟二七名、エ女三○○有余人に達し、更に
一○年には同盟六一名、工女六六六人を数え、且つ百人繰の蒸気
器械が増設された。同年資本金五万円を募り歪師醗包柵畦蕊静脈鰍紅
鵡鋒内務省へ請願し結社の許可を得て正式に東行社と号するに至
った。しかしこの社は共同揚返（竣鑪瀞詐勲箭た）、共同出荷に
よる利益を目的とした所の同盟結社であって、実際の経営にあっ
ては「特一一営業上ノ資本金ヲ備へズ各自の資カニ任力」⑯）され
た個交の集りである。検査や出荷の際の諸費用等も、前者は「工
女人員ト製絲売場金高ト弐行二割合」（、）、後者は「其売上高一一応
と（、）各自にて出金したのであって、又社長以下の諸「役員〈無
給一一テ義務タルベシ」（、）とされていたのである。
明治一三年東行社から九名が分れて信正社を組織し、これが前
衛になって明治一七年盆賦嘩認呵澆得）後明社が設立され、須坂の
製糸業は東行、後明両者の名をもって発展したのである。
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三、産業資本の形成
須坂は製糸業地としては後進地ではあるが、こうした器械製糸
の導入される以前に手挽或は座繰による製糸業が相当程度発達し
ており、天保年間には為登糸商を営む糸師が糸仲間なる株仲間を
結成していた。「絲仲間規定書並連名党」（ｕ）によると嘉永年間三
○名の糸仲間は座繰製糸器械の導入窃歴壷碑越西嚥迩と横浜開港に
よる生糸の海外輸出によってその数も急増し、明治八年には一一一一
八名を数える程であった。彼等は開港後は生糸の海外輸出をなし
たが、それ等の糸は挽子と称する直接生産者に原料繭や時には生
産手段たる釜までも前貸し、繰糸に対する労賃を支払って生産せ
し
め
て
い
た
。
こ
の
糸
師
と
挽
子
と
の
関
係
は
固
定
的
、
従
属
的
な
も
の
で
あって冠）、幕末より明治初年に於ける須坂の製糸業は問屋制家
内工業の段階に於いて推進されていたのである。諏訪では出釜制
度の発達がより多く見られ、同地方の生糸商人はやはり糸師と呼
ばれ多くは綿商と兼業であった。彼等の中には出釜による問屋別
家内工業、ないしは「取子」を集めての小規模な作業場経営を行
なっていた定）。
東行社の中心人物である遠藤方作諭社）、青木甚九郎翻剛窪の）、
小田切武兵衛亀）はいずれもこうした生糸商人であり、問屋資本
家である。又須坂には明治七年に「須坂生糸十三人衆」（Ⅳ）なるも
のがあったが、これ等十三人衆は総て器械製糸に転換を見せてい
ると共に、東行社同盟の核心をなしたのも亦これ等の人達であっ
た。即ちここでは幕末に於いて成長した糸師たる商業資本家が自
法
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学
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然成長的に器械製糸業のマニュファクチァに推転したのである。
更に商業資本家である糸師の桙稽に検討を加えて見ると、手
挽、座繰両時代を通じて第一表の如く彼等はいくつかの職を兼業
していた。このように糸仲間の職業が多数に別れている事は当時
の製糸業が副業として営まれていた事を物語るもので、兼業の中
でも多いのは穀商である。糸仲間は須坂以外の地域の者が多数含
第１表紡仲間の職業（手挽時代３７名、座繰時代148名）
業｜手挽時代|座繰時代 業｜手挽時代l座繰時代職 職
穀商
綿商
締油商
農業
煙草商
建具商
仲買商
菓子商
醸造業
蚕種業
古着商
紺屋商
雑貨商
19名 商商
商
商
屋
商
族
商
商
商
商
明
服種屋炭立木腐物醐騏
呉
薬
宿
薪
仕
材
士
豆
織
瀬
古
不
名９
７
５
２
２
１
１
名３
２
２
２
２
２
２
１
１
1名２
１
０
６
６
４
４
３
３
３
３
３
１
１
１
１
１
１
１
６ ４６
合計数の多いのは兼業者ある為
「須坂製糸業発達の地理学的吟味」信濃教育
第５４３号９６～９７頁より。
備考１
２
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まれているが、須坂の糸について元治元年子三月の「須坂村家業
御改帳」によると総計三七二人（雛坤繩坐柵、戸）のうち為登糸商を
営むあの一一三人（蒋鍵一一酩谷）、穀商を営むあの二八人である（咽）。
須坂にこうした穀商の多かったのは「須坂は半農半商で耕地が少
く、悪地で作物もとれず、従って他に何か職を求めるか、上州の
方まで手を出さなければ暮しが出来なかった。そこでこの土地に
最もよく適した毅屋をやったのである。それは家の裏が一異川にな
って居て一屋敷（五間半）位な間でも充分な滝がとれたから従の
町の人は皆水車をしつけて毅屋をやるようになった。それにこの
地方は田が少いから水を田へとられて水不足をするやうな事はな
かった」⑮）という理由からであるが、この水車をもつ穀屋の発
達
は
器
械
製
糸
業
の
当
初
が
水
車
動
力
に
よ
っ
た
点
か
ら
ゑ
て
、
器
械
製
糸
業
の
勃
興
と
発
展
へ
の
契
機
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
安
政
三
年
の
「穀商議談誌」に記されている穀商六八名のうち、器械製糸に転
換した者四一一一名（六三％）、転換しないあの一四名、不明二
名（別）であって、須坂における商業資本の産業資本即ちマーニフ
ァクチァヘの転化はこの面からも行なわれたのである。
しかしこれ等の人達は商業資本家と云っても純粋の商人ではな
く、多くは半農半商の形で存在した人達である。明治一○年の器
械製糸業四七名のうち不明のもの一五名があるが、農業を営むも
のは二三名で約半数である。農業のなかでも地主一四名（皿）で地
主が三○％を占めている。従ってマ一一ユファクチァヘの転化を見
せた須坂の商業資業家は地主兼在郷商人が多かった。このように
地元から商人ないし資本家が発生し得たのは、この地が生糸生産
須
坂
製
糸
業
の
発
展
（
淀
）
地としては後進地域であったが故に福島県のように地元外商人の
進出を見る享なく、直接生産者としての農民が商人となり資本家
となるという本来的な「下からの資本関係形成の途につながるも
のであった」（堅ので、そこに成立した商業資本は速やかに産業
資本に転化し得た。又後進地としての技術的立遅れが、群馬県の
ように座繰の存続を許すことなく、製糸器械導入を積極的に押し
進める原動力ともなったのである。諏訪における産業資本の形成
も亦これと同じである（翌。これに対し松代では須坂より商業資
本が発達していたにも拘らず、それの産業資本への転化がなされ
ずに士族授産の資本に抑えられ順調な発展が阻止された。
須坂の幕末から明治初年にかけての製糸業は基本的には貧農層
をその直接の担当者とし、地主Ⅱ問屋資本をその支配者とする問
屋制家内工業の形態をとっていた。そして製糸マ一三ファクチァ
の発展はこれら資本製家内労働からの転化によってなされた。し
かしその中にも単純協業からの転化や、豪農の製糸マ一三ファク
チァヘの転化が見られる。単純協業からの転化をなす代表的な者
は青木甚九郎及び遠藤万作である。青木甚九郎は代を養蚕製糸を
家業とし、製糸の輸出にも従事しａ）、糸仲間にあっては常に指
導的立場にあったが、器械製糸の導入にも中心的立場にあった。
又遠藤万作は嘉永年間既に機業場を営承、安政元年には手挽製糸
業を創め、糸仲間に加入した。明治七年には卒先して器械製糸場
を創立開業している盆）。
豪農による三一ユファクチァ経営の代表は小田切辰之助、越寿
三郎である。小田切辰之助は豪農として生糸の改良をはかり、卒
一二七
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先生糸貿易に従事昂）。器機製糸導入後はその経営をなし、後明
社初代の社長になっている。尚東行社の初代社長小田切武兵衛は
彼
の
弟
に
あ
た
る
。
越
寿
三
郎
が
製
糸
業
を
は
じ
め
た
の
は
時
代
は
下
る
が、彼は豪農小田切新蔵の子として生れ、明治二○年後明社に属
し二六釜の製糸場を開業。後に山九組を組織し日本有数の製糸家
になったのである（〃）。諏訪の片倉製糸もこの種に属するマーーュ
ファクチァであって、はじめは共同荷造販売機関の開明社に属
し、後に片倉組を組織し、ついには支那、朝鮮にまで手を伸ば
し、製糸界に独占的地位を確立した。
このように須坂の製糸三一ユファクチァ経営者が、単純協業や
豪農から転化したものの存在を見るのであるが、彼等もやはり多
くは生糸貿易に従事した商業資本家でもある。かくして須坂の商
業資本は「事実上の産業資本」（翌となり得たのであり、製糸業
発展の端緒が開かれたのである。
四、東行社の初期の状態
円
小規模経営者が利益をはかる為に組織した同盟結社の東行社は
工女の技業、その他種含の点に於いて未経験、未熟の為創業の年
は非常に剋苦を極めた様である。その時の同盟人員は一○数名に
過ぎなかったが、製糸一○○斤の価格が洋銀二○○弗余りに販
売し得る繰糸を製出するようになってからは同盟人及びそれに伴
う工女の数も漸増した。明治一○年には内国勧業博覧会へ生糸を
出品し鳳紋賞碑を拝受、横浜共進会では弐等を獲得している（空。
明治九年の須坂の器械製糸工場は第２表の通りで総て六人乃至
二四人坂程度のものである。又翌一○年に於ける東行社加入工場
の規模も第３表の如く、五○人或は一○○人繰のものも夫戈｜工
場ずつ存するが、一○人未満のものが四七％も占めている小規模
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
須
坂
で
製
絲
を
始
め
る
の
は
極
め
て
容
易
で
あ
る。裏川で水車を廻して運転の動力として、内に女子供の二、三
人もあれば、近在から繭を買って来てすぐ始める」（辺といった程
度のものであった。動力及び原料繭の点から簡単に製糸業がはじ
められた反面、経営にあたっては経営主自ら購繭、職工の傭入、
工場の管理は勿論薪割、釜炊きより枠廻し作業に至る迄自らこれ
第２表明治九年器械製糸工場表
動力｜規模｜工場数 考備
車
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
水
70人取 ５人の共同経営１
２
１
３
１
２
２
２
２
１
１
４
２４〃
１８〃
１７〃
１６〃
１４〃
うち１工場は２
人の共同経営
一
二
八
１２〃
１１〃
１０１’
８〃
７〃
６〃
(明治九年東行社製糸方法規則簿より）
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③(明治10年）第３表規模別製糸工場数
平均人’１０未満 計須坂製糸業の発展（淀）
繰 １０～ １５～ ２０～２５ 5０ 1００ 州一津該糞埋蕊麓讓
１
｜
屯
亦
そ
の
当
初
に
あ
っ
て
は
繭
の
「
坪
買
」
を
行
７
’
な
い
、
見
番
兼
務
の
経
営
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ
４
ｌ
Ｊ
ｌりたのである（皿）Ｃ
ｌ撫小規模経営であるという事はこの業罰
１．幡始を容易にし、又ある一面に於いては後の
一宝ロ
｜高製糸業発達の一要因をなさしめたともい』え
川一鰍る。東行社に魁て明治六年七月隣村雌田村
●鍬に操業を開始した雁田製糸場九六人繰があ
ｌ一別る。この製糸場は当時としては施設の雲
８｜祁た工場であったが、その経営にあたっては
ｌ鰯小野組の援助を受けていた。小野組の閉店
５｜製後は資金に若し承、一七年に至って遂に製
匪Ⅶ糸場は閉業のやむなきに至った。経営主で
川鰄川刑燗墹脱刎鮴船洲Ⅷ舳剛硴綱湖鯏Ｆ湖舳
’一年業資本家と同一的な性格のマニュ経営者で
⑩
あ
る
。
し
か
し
須
坂
の
商
業
資
本
家
は
小
規
模
で
皿嚇はあるが、自己の資力に応じた経営をなし
く犬のに対し、彼は施設の整備された九六八
数
繰の工場を経営するに足るだけの資本の蓄
場
積なくしてこれを敢行した為、その没落を
工
早
め
た
。
又
大
き
さ
を
誇
る
中
野
製
糸
場
は
県
及
び
国
費
や
そ
の
他
の
補
助
の
も
と
に
成
立
し
た
共
営
の
製
糸
場
で
、
最
初
か
ら
他
力
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治
一
四
年
に
は
早
く
も
経
営
主
の
交
替
が
はかられている（鋼）。勿も自己の能力に応じた小規模経営、それ
は実質的な経営である事を意味するが唯それの承では発達の原因
とはならない。こうした多くの製糸場が経営不安定な為消滅して
い
る
事
よ
り
鑑
ゑ
て
、
大
量
生
産
に
対
す
る
小
規
模
生
産
の
不
利
を
解
決
し
た時、即ち同盟結社という合理的な経営組織がとられた時、実質
的な小規模経営は須坂製糸業発達原因の一要因として存在する。
尚、九年から一○年のわずか一カ年で廃業したものは四分の一
を数え、創業当時の多難な一面が窺われる。
㈲
当初用いられた器械は富岡製糸場や其の他の諸国の製糸器械を
折衷したものであるが、設置にあたっては松代六工社の大里忠一
郎や海沼房太郎の指導を仰いでいる（翌。その器械織造は「主極
簡単なもので六人を一器械と称して、六人に就て一本の煙突を持
って居り焚火は個人焚であった。即ち六人で大きな蝋を一筒持ち
焚口は各自にあり、各自の焚いた煙は皆一本の煙突へ集る仕掛で
枠の運転は水車動力を以ってしたのである」誌）。この型式は蒸気
汽磯が採用される明治二○年前後迄続いた。明治一○年に設憶さ
れた蒸気製一○○人立は「銅の大釜に蓋をしてそれよりホースで
湯を導いたもので」命）あった。この銅の大釜よりホースで湯を導
いたものは六工社の汽躍を模したものである。
煮繭方法に於いて、煮繰兼業は富岡製糸場で行なわれた方法で
あり、築地小野組製糸場は伊太利式の煮繰分業であるが、須坂で
三
一
九
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は煮繰兼業の方法がとられている。
繰糸器械は「伊太利亜器械ヲ模造シ稲妻立テ製糸」（麺を採用し
て
い
た
。
「
稲
妻
立
一
Ｚ
と
は
「
稲
妻
式
ケ
ン
ネ
ル
」
の
事
で
あ
る
。
「
ケ
ンネル」式はイタリヤにて行なわれた抱合装置をもった単繰式の
繰糸器で、工女の技偏と原料繭の精選されたものであれば相当多
く
の
糸
条
を
繰
取
る
事
が
出
来
る
。
稲
妻
式
ケ
ン
ネ
ル
は
こ
れ
を
多
少
改
良
したもので、ケンネル式より大量生産的に出来た単繰式の器械で
あり早くより須坂や諏訪で用いられ、後年信州に広く用いられる
ようになった兎）。
須坂で用いられた六人一器械の装置は前橋地方に於いて明治二
○
年
頃
迄
行
な
わ
れ
た
座
繰
の
改
良
形
態
と
し
て
の
「
七
輪
坂
製
糸
」
に
属
す
る
も
の
で
、
前
橋
の
そ
れ
と
異
な
る
所
は
須
坂
の
製
糸
器
械
が
動
力
即
ち
水車を応用した集合製糸であるという点だけである（型。当時の
器
械
と
称
さ
れ
た
多
く
は
こ
の
程
度
の
も
の
で
「
名
は
器
械
製
糸
と
い
へ
ど
も
座
繰
製
糸
の
一
部
改
変
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
多
く
」
「
人
力
も
し
く
は
水
力
により一連の心棒に架せられた絲璽を均一に廻転せしめ工女は専
ら繰絲に従事することと、ケンネル式施徽装置を有すること」（仰）
とが器械製糸としての条件とされていたのである。それ故に叉容
易に器械の導入が行なわれ普及したのであろう。日本の近代工業
は
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
欧
米
先
進
国
の
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
る
事
に
よ
って急速な発展を見たのであるが、製糸業に於いては極めて緩慢
な発展がなされた。模範工場として設立された富岡製糸場の器械
に於いて既に日本的に改良されたものであったａ）。ここから出
て各地に普及されていったものは更にその技術を簡易化し、軽便
化して実施されている。富岡製糸場を模した松代の六工社は「富
岡と連ひます事は天と地程であります」「先づ先づ蒸汽で糸がと
れると申すだけでも日本人の手で出来たとは感心だ位」（翌と評さ
れる状態であり、富岡に修業した工女等は「繭が悪い、機械の工
合が悪い、蒸汽が立たぬと小言を申」（起す有様であった。須坂の
器械は六工社の技術をより多く移殖したものであったがこれより
更に劣るものであった。当時の技術的経営的内容を明治一○年に
おける内務省勧農局速水堅曹の蚕糸業視察の際の製糸概評によっ
て見ると六工社の器械は「至って粗なり」「賞する所なし」であ
り、須坂の小田切武兵衛一○○人繰器械を始め五人或は一○人の
器械数ヶ所については「執れも無経験の虚栄より成ること判然た
り。百人繰の分も右の通り狭小にして検査為し難く不潔なり」「須
坂の小器械は言語同断或は担下に在るあり、然れども是を以て日
本
の
真
面
目
と
屯
云
ふ
可
き
か
是
れ
幾
分
か
手
繰
に
優
る
べ
し
と
陰
に
嘆
ず」ａ）とさえ評された状態である。
取枠を全部一緒に動かすことは器械製糸場の重要な特色である
が、その原動力として蒸気力を用いたのは富岡製糸場外国営又は
県営の三工場に過ぎず、他は人力及び水力を用いていた。そのう
ち水力は全国製糸場の八四％が使用している（運。須坂ではこの
水車動力が容易に得られ、「生絲繭共進会出品申告書」にも「最
モ水利ノ便ナルヲ以テ運転〈水車ヲ用」と述べている。「最モ水
利ノ便ナととは須坂の地は二つの川の扇状地であって、屋敷割
は傾斜にそって規則正しく通路、宅地、用水路、外畠、用水路と
主要街道の両側に左右相称的に配列している。宅地と外畠の間に
一
一
一
○
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又は宅地の中央を貫いて流れる用水路屋赫唾琶縢霞川）が滝を作る
のに好条件であった（蛤）。こうした地理的条件は江戸時代水車を
利用した穀商を発達させ、又彼等の器械製糸への転換を容易にし
たのである。即ち地理的条件が製糸業立地に好条件であり、須坂
製糸業発達の一原因を形成したのである。
日
須坂や諏訪地方では幕末から広く副業として農村工業が発達し
ており、器械製糸の発生に際して比較的地域内で労働力を得る事
が
容
易
で
あ
っ
た
。
明
治
三
○
年
代
後
半
に
於
い
て
も
ｌ
こ
の
頃
は
工
女
の募集が一般に困難な時代であったｌ須坂工女の殆どは志願工
で
あ
っ
て
、
新
潟
県
等
か
ら
は
手
土
産
持
参
に
て
依
頼
す
る
も
の
も
あ
っ
た
と云う（⑪）。こうした女工の指導は「富岡製絲所二在テ業ヲ受ケ
シ｜一女ヲ以テ教師届）としてその任に当らせていたが、操業に際
し
て
は
松
代
六
工
社
の
和
田
英
子
が
教
師
と
し
て
招
聰
さ
れ
て
い
る
。
東
行
社
の
初
期
の
労
働
事
情
を
明
治
九
年
の
「
東
行
社
製
絲
方
法
規
則
簿」ね）によって見てふよう。
（前略）
第三条繭繰方之儀糸目初中末共四百廻リーーテ壱分五厘一一テ節
ムラ無之光沢有之ヲ一等ト相定侯事
附リ一日一一繭五升以上繰上且絲目至当二有之上等之製
造之工女エハ適宜ノ褒美可差遣事
第
四
条
操
賃
之
義
繭
一
升
二
付
上等二銭、中等一銭五厘、三等一銭
第
五
条
工
女
夜
遊
等
一
切
不
相
成
事
須
坂
製
糸
業
の
発
展
（
淀
）
第
六
条
休
日
毎
月
二
日
卜
相
定
侯
事
但
定
日
之
儀
〈
各
衆
勝
手
可
為
事
第
七
条
工
女
賄
之
儀
朝
夕
一
汁
昼
漬
物
之
事
但毎月一ノ日〈夕飯之節野菜可用事
（後略）
まず賃金を見ると、支払方法は出来高払いの方法がとられてい
る。上等工女の賃銀は繭一升に付二銭であるが、一日五升以上の
繭
を
繰
上
げ
る
と
す
る
と
上
等
工
女
の
一
日
の
賃
銀
は
一
○
銭
以
上
と
な
る
。
諏
訪
に
お
け
る
一
六
人
繰
器
械
製
糸
場
の
同
年
の
賃
銀
は
最
高
一
○
銭、最低一銭記）であってこれより多少上廻るものと見倣される。
明治二○年頃迄の須坂製糸業は器械や動力の固定資本や原料繭の
購
入
或
い
は
そ
の
他
の
生
産
諸
費
に
余
り
費
用
の
か
か
ら
な
か
っ
た
時
で
も
あって比較的高率の賃金が支払われている。しかし工場工業確立
期の明治三○年代に入ると、窮乏農家の余剰労働力による労働市
場の得易かった須坂では必然的に低賃金をもたらした。「繭五升
以上繰上且絲目至当二有之」が上等工女であるが、富岡製糸場の
場合碇鄙鎚翻鏥七）一等工女は四乃至五升を繰上げるのが平均であ
った（皿）。しかし富岡製糸場の場合は設備が整っており、繭も精
選されたもので四’五升であるから、須坂にて一日五升を繰るの
は実際にはなかなか困難ではなかったかと思われる。その時の富
岡の工女の賃銀は一等月給一円七拾五銭、二等一円五拾銭、三等
一円である（聖。そして毎日曜日は休日である（弱）からこれを一日
に換算すると一等工女は七銭三厘となる。繭一日の繰上高を五升
とすると繭一升には一等工女は約一銭五厘となる。しかし年代が
三
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異なるので比較する事は至難である。翌明治一○年の「東行会社
申合書」ａ）には前年の「東行社製絲方法規則簿」より詳細に記載
されている。製造される製糸を第壱等、弐等、参等、等外に分
ち、壱等製造の工女へは繭一場（鳩癩錐叫切一鰕錘鰍撒は）に付拾銭の
賞与があり、弐等製造の工女へは四銭が褒美として与えられてい
る。繰賃の定価はこれ等生糸の工芸品位に拘りなく春繭一升に付
弐銭、夏及び秋繭は一升に付壱銭七厘としている。これに依ると
壱等製造の工女は賞与を合わせると相当の額にのぼる。
休日は富岡製糸場の毎日曜日と比べると少いが月二日の休日は
至当であったであろう。明治一○年には三日になっている。この
年諏訪の中山社では月三回の半日休である（弱）。明治後半代に於
いては月に定められた休日はなく、年四回銅鵡櫛調式納縣礼）、それ
も半日だけであった（髄）に比するとこの点の労働条件は良かった。
次に食物であるが「朝夕一汁、昼漬物」は工場法適用以前の最
も劣悪なる労働条件の時代と何等の変りしない。富岡製糸場では
一日、一五日、二八日に出る赤飯と鮭の塩引を最上とし、朝食は
汁に漬物、昼が漬物、夕飯は干物命）に比べると格段の相違であ
る。富岡ではこうした食事内容でも働いているからこそ「何でも
美味に感じ」兎）られたのであって、実際には不満であったろう。
しかし彼女等は士族の娘で相当程度の生活をしていた。須坂の工
女の多くは生活程度の低い窮乏家庭の家計補助的労働者であった
から、各自の家庭にあると同じ状態であった。明治末期の工女も
「朝夕一汁、昼漬物」程度の食事は家庭に於けると変りない事を
語
っ
て
い
る
。
法
政
史
学
第
一
四
号
明治政府の殖産興業振興策としての近代産業移殖政策に便乗し
て従来の座繰を改め器械製糸に転換した須坂製糸業は多くの製糸
場がそうであった様に、貧弱なる資力の許す範囲に於いて建設さ
れた極めて粗末なものであった。
当時の産業資本家は到底彼等の資力の及び得ぬ宏壮な富岡製糸
場や小野組製糸場の内から器械製糸を採用するに当っては、多く
の工夫を必要とした。斯くてイナヅマ式簡単経営法と共同組合の
利用とを案出し、小規模ながらも自己の資本能力に応じた堅実な
歩承をなした。こうした器械製糸の生産力応用に成功した須坂製
糸業は其後急激に他を凌駕し、後年山九組の発展と共に諏訪に次
ぐ製糸業地としての地位を確立したのである。故に須坂製糸業の
発達は幕末よりの商業資本の発達や後年飛躍的な発展を遂げた越
寿三郎の存在などもあるが、この器械製糸導入期にその発展の蕪
礎が築かれたのである。
注（１）江波戸昭「諏訪製糸業地域の変銅過程」東洋文化、第一一
四
号
、
二
七
頁
（２）長野県蚕業試験場松本支場編蚕糸業発達史料、四四頁
（
３
）
長
野
県
町
村
誌
北
信
編
七
四
○
頁
（
４
）
信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
一
九
八
頁
（５）安堵泰吉郎「我国生糸業に於ける産業革命の発端」社会
政
策
時
報
第
一
○
三
号
六
三
頁
（
６
）
上
高
井
歴
史
二
六
八
頁
四
、
お
わ
リ
ニー
－－
一
一
一
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（
７
）
上
高
井
誌
社
会
編
二
七
八
頁
（
８
）
信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
一
○
二
七
’
一
○
三
○
頁
。
日
本
蚕
糸
業
史
第
二
巻
生
糸
史
四
三
二
頁
に
は
開
明
社
を
し
て
同
明
組
織
の
囑矢としているが、開明社の創業は明治一二年である。
この社が先鞭をつけたのは共同組織のうちの原料繭の共
同購入である。
（
９
）
県
庁
所
蔵
文
書
上
高
井
郡
誌
編
饗
会
社
会
部
鉱
工
班
筆
写
（、）「東行社定則」第三条（明治二二年）同右筆写
（Ⅱ）「東行会社申合書」第二条（明治一○年）同右筆写
（
皿
）
同
右
第
一
五
条
（
同
右
）
同
右
（
、
）
同
右
第
六
条
（
同
右
）
同
右
（
晩
）
町
田
正
三
氏
筆
写
（
心
）
嘉
永
七
甲
寅
年
五
月
及
び
文
久
二
戌
五
月
の
「
絲
仲
間
規
定
書
」
（同右筆写）より
（
妬
）
平
野
村
史
下
巻
二
七
頁
（
Ⅳ
）
須
坂
町
沿
革
表
三
頁
（
旧
）
今
井
誠
太
郎
「
須
坂
製
糸
業
発
達
の
地
理
学
的
吟
味
」
信
濃
教
育
五
四
三
号
九
七
’
九
八
頁
（
⑲
）
小
田
切
清
之
丞
氏
談
同
右
五
四
四
号
六
二
’
六
一
一
一
頁
所
載
（
、
）
同
右
五
四
五
号
四
五
頁
（Ⅲ）町田正三氏調査
（
犯
）
江
波
戸
昭
「
諏
訪
製
糸
業
地
域
の
変
訓
過
程
」
東
洋
文
化
第
二
四
号
二
二
頁
（
刀
）
同
右
須坂製糸業の発展（淀）
矢
木
明
夫
「
蕊
末
Ⅱ
明
治
初
年
に
お
け
る
農
村
小
商
品
生
産
の
発
展
」
歴
史
評
論
八
五
号
三
七
頁
。
こ
こ
で
は
諏
訪
製
糸
業
が
日
本
近
代
的
製
糸
業
の
代
表
的
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
原
因
の
い
く
つ
か
の
要
因
の
中
て
、
諏
訪
地
方
の
農
民
、
即
ち
直
接
生
産
者
側
か
ら
商
人
と
な
り
資
本
家
と
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
下
か
ら
の
自
生
的
な
資
本
関
係
形
成
の
途
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
「
こ
の
地
方
の
農
民
の
存
在
形
態
の
特
質
」
を
強
調
し
て
い
る
。
（
塑
）
信
濃
蚕
糸
業
史
上
巻
七
七
六
頁
（
巧
）
上
高
井
歴
史
二
六
八
頁
（
妬
）
信
濃
蚕
糸
業
史
上
巻
八
三
一
一
頁
（刀）小口菊十郎「越寿三郎翁」一’五頁
（躯）桐西光速「日本における産業資本の形成」八九頁
（”）「須坂町同盟製絲器械区別受持株高割符簿」（明治一○
年）上高井郡誌編蕊会社会鉱工班筆写）
明
治
一
二
、
一
三
、
二
○
年
「
生
糸
繭
共
進
会
出
品
申
告
書
」
同
右
筆
写
（
犯
）
小
田
切
常
三
郎
氏
談
信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
一
○
二
八
頁
所
晩
（弧）山口菊十郎「越寿一一一郎翁」五’一ハ頁
（
犯
）
町
田
正
三
「
長
野
県
高
井
郡
肥
田
製
糸
場
顛
末
記
」
信
濃
第
一
一
巻
第
三
号
一
八
頁
（
刃
）
信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
一
八
七
’
一
九
八
頁
（
列
）
和
田
英
子
「
富
岡
後
記
」
巻
末
記
一
八
頁
一
一
一
一
一
一
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（御）神林新兵衛氏談（
（妃）明治二○年「生糸
会
社
会
鉱
工
班
筆
写
（
⑬
）
信
濃
蚕
糸
業
史
下
（
卯
）
平
野
村
史
下
巻
（
列
）
和
田
英
子
「
富
岡
日
（妬）今井誠太郎「須坂
五
四
四
号
六
二
頁
法
政
史
学
第
一
四
号
（巧）今井誠太郎「須坂製糸業発達の地理学的吟味」信濃教育
五
四
五
号
四
八
頁
（
元
）
同
右
（汀）「信正社履歴」町田正三氏筆写
（犯）日本蚕糸業史第二巻生糸史三五三’一一一五五頁。信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
九
四
四
頁
（刃）櫛西光速「技術発達史Ｉ畦工業」一五八’一五九頁
（
知
）
平
野
村
史
下
巻
一
五
一
’
一
五
二
頁
（弧）山本純治「富岡製糸場設立とその初期の状態」歴史学研
究
第
六
巻
第
一
一
号
一
二
’
一
四
頁
（組）和田英子「富岡後記」二頁
（
⑤
）
同
右
一三頁
（
饗
）
信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
三
九
六
’
三
九
七
頁
（お）獅西光速他「製糸労働者の歴史」一一九頁
（
妬
）
今
井
誠
太
郎
「
須
坂
製
糸
業
発
達
の
地
理
学
的
吟
味
」
信
濃
教
育
信
濃
蚕
糸
業
史
下
巻
九
平
野
村
史
下
巻
四
三
頁
和
田
英
子
「
富
岡
日
記
」
七
神
林
新
兵
衛
氏
談
（
聴
取
調
査
）
明
治
二
○
年
「
生
糸
繭
共
進
会
出
品
申
告
書
」
上
高
井
郡
誌
編
難
究
一
伊藤郷平「須坂町に於ける水車と工業発達の地理学的研
九
五
○
’
九
五
一
頁
所
載
七
四
頁
（
兜
）
同
右
五
八
頁
（男）「富岡製糸場繰絲仰習工女雇入方心得書」「官立富岡製糸
場
創
業
秘
史
」
蚕
糸
界
報
第
五
○
一
一
号
八
二
’
八
三
頁
所
栽
（列）上高井郡誌編鍵会社会鉱工班筆写
（
弱
）
平
野
村
史
下
巻
一
六
二
頁
（元）保刈さん、涌井さん談（明治時代の製糸エ女）（聴取調
査）
（
”
）
和
田
英
子
「
富
岡
日
記
」
六
六
頁
（
兄
）
同
右
六
六
’
六
七
頁
一
一
一
四
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